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一 般演　題

1．s，9mTc・MIBI，　ygmTc・TetrofosminのP・gp非依存性

　MDRに関する基礎的検討

福本　光孝　　黒原　篤志　　早瀬　直子

吉田　大輔　　吉田　祥二　　（高知医大・放）

　P－gp　substrateである99mTc－Tetrofosmin（TF）のMDR

予測への寄与の知見は少ない．P－gd　MDRとNon　P－

gp　MDRの予測可能性をMIBI，　TFで検討．　SWI3

（ヒト副腎腫瘍）とAdr／VP選択株SWI3／R，　A549（ヒ

ト肺腺癌）とそのAdr／VP選択株A549／Rを使用．こ

れらはMRK－16FCMにより定量され，　A549／Rの

MDRはNon　P－9P　MDRであることを明らかにした．

kineticsからMIBI，　TFはP－9P　MDR予測で近似する

挙動を示すが，Non　P－9P　MDRにおいてMIBIはsen－

sitiveとの間に有意差がなかった．　TFは低いuptake，

速いwashoutを示した．　TFのNon　P－gp　MDR予測へ

の寄与の可能性を示した．

2．卵巣奇形腫摘出後の甲状腺癌組織を有する残存

　腫瘍に対し，1311内用療法が施行された1例

本山　和美　　原　　晶子　　久米　典彦

菅　　一能　　松永　尚文　　　（山口大・放）

　稀な悪性卵巣甲状腺腫に対し，BII内用療法を試み

たので，その治療効果および臨床経過を報告した．

症例は49歳，女性で骨盤部腫瘤がみられ，病理組織

およびi3il　scintigraphyで悪性卵巣甲状腺腫と診断さ

れた．術後，化学療法が施行されたが無効で，甲状

腺摘出術の後，残存腫瘍に対して3回のt311内用療

法と放射線外照射が施行された．thyroglobulin値の変

動や画像所見からある程度の治療効果は得られたと

考えられたが，時間経過とともにCA－125値や2°ITl

の腫瘍への集積比が上昇傾向を示し，甲状腺組織以

外のコンポーネントの増大が推測された．また，本

症例では3回の内用療法直後には常にthyroglobulin値

とCA－125値の一過性の上昇がみられ，治療効果のモ

ニター上留意すべき点と考えられた．

3．結節性甲状腺腫の濾胞性病変における201Tlシン

　チグラフィと穿刺吸引細胞診の診断能の比較

　検討
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　結節性甲状腺腫の濾胞性病変41症例に対して，

201Tlシンチグラフィと穿刺吸引細胞診の診断能を比

較検討した．201TIシンチグラフィは視覚的にスコア

化し一部に定量的評価を加え，washout　pattern分類を

した．濾胞性病変においては穿刺吸引細胞診は良悪

性の診断に苦慮することが多いと言われ，今回の検

討でもsensitivityは21）1Tlシンチグラフィが80．0～

86．7％，穿刺吸引細胞診は13．3～40．0％，accuracyも

川Tlシンチグラフイが70．7～87．8％，穿刺吸引細胞

診は65．9％とともに低値であった．2°ITIシンチグラ

フィの画像を視覚的にスコア化し，さらに一部に定

量的評価を加えることで簡便にかつ正確に良悪性の

鑑別ができると考えられた．

4．9YmTc・GSA肝シンチグラフィによる肝予備能評

　価と肝線維化
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　［はじめに］肝切除例の組織学的線維化の程度と

99mTc－GSA肝シンチの核医学指標との関連を中心に検

討した．［対象および方法］手術が施行された肝腫瘍

27例．術前に99mTc－GSA肝シンチを施行し，核医学

指標としてLHLiS，　HHIs，　LUI5を算出．肝線維化の

程度は組織学的にFO～F3までgrade分類を行い，核

医学指標およびICGRI5，肝体積と対比した．［結果

およびまとめ］線維化の程度は，HHiS，　LUhS，

LHLIs，　ICGRIsなどと相関したが，　ICGRLSよりは核

医学指標との相関が強かった．HHI～，　LUI5ではFO
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